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第
二
部
往
復
書
簡

エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
夫
人
の
激
白
'
・

フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
・
フ
ァ
ン
必
須
の
書

つ
い
に
邦
訳
刊
行

現
在
一

0
0歳
を
超
え
て
な
お
活
発
に
夫

の
語
り
部
で
あ
り
続
け
る
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
夫

人
。
ク
ラ
ウ
ス

・
ラ
ン
グ
に
よ
る
ロ
ン
グ
・

イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
明
か
さ
れ
る
数
々
の
真
尖
、

そ
し
て
初
公
聞
と
な
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
エ

リ
ー
ザ
ベ
ト
．． 

人
の
往
復
卦
筒
は
、
従
米
の

フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
像
に
い
っ
そ
う
抑
き

と
奥
行
を
与
え
る
。
話
閣
の
大
著
が
、
火
人

と
も
親
父
の
あ
る
野
11
剛
夫
氏
（
東
京
フ
ル

ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
研
究
会
代
表
）
の
翻
訳
で

つ
い
に
本
邦
に
登
場
！
・

目第
一
部
エ
リ
ー
ザ
ペ
ト
・

フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
と
の

対
話

第

1
合
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第
2
合
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8
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9
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第
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立

第
12ね

第

13a

第

14a
カ
テ
ィ
ン
カ

ハ
ン
ス
・
ア
ッ
カ
ー
マ
ン

マ
リ
ア

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ル
ト

ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
と
の
結
婚

第
三
帝
国
と
戦
後

残
り
少
な
い
人
牛

フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
の

性
格

モニ

・
リ
ッ
ク
マ
ー
ス

/
ル
マ
・
マ
ー
フ
ー
と
オ

ス
カ
ー・

コ
コ
シ
ュ
カ

f
ク
ラ
・
シ
ル
ヴ
ァ

二
人
の
ペ
ル
リ
ン
チ
た
ら

死
後
の
名
芦

カ
ル
ロ
ス
・
ク
フ
ィ
バ
ー

と
の
文
通

エ
リ
ー
ザ
ペ
ト
・
フ
ル
ト

ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
ヘ
の
日
後

の
問
い
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世
界
で
畢
も
愛
さ
れ
て
い
る

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
名
盤
'
・

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
奥
附
敷

目

次

に
位
閻
す
る
ウ
ィ
ー
ン
《
交
響
曲
》
ハ
イ
ド
ン
・
モ
ー
ツ
ァ

の

芸

術

を

今

に

伝

え

る

ル
ト・
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
・
ペ
ル
リ
オ
ー
ズ
・
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
シ
ュ
ー
マ
ン

・

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
は
、
ク

ラ
ウ
ス
、
ワ
ル
タ
ー
、
フ
ル
フ
フ
ン
ク

・
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
・
プ

ト
ヴ
r
ン
グ
ラ
ー
、
カ
ラ
ヤ
ラ
ー
ム
ス
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・

、

守

、

ド

ヴ

A
ル
ザ
ー
ク
・
マ
ー
ラ
ー・

R
・
シ
コ
ト
ラ
ウ
・
ブ
ロ
コ
フ
ィ

ン
、
ベ
ー
ム
’
ー
ン
ス
タ

イ
ン
、
ク
ラ
イ
バ
ー
、
シ
ョ
エ
フ
・
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

ル
テ
ィ
、
マ
ゼ
ー
ル
、
ア
バ
《
管
弦
楽
曲
》
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

・

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
・

シ
ュ
—

ベ
ル
ト

・

メ
ン
デ
ル
ス

ド
、
テ
ィ
ー
レ
マ
ン
な
ど
の

名
指
押
者
た
ら
と
数
々
の
ゾ
ー
ン
・
リ
ス
ト
・
ワ
ー
グ
ブ
ー
・

名
油
を
生
み
出
し
て
き
た
。

ス
メ
タ
ナ
・レ
ン
ト
ゲ
ン
J
・シ
ュ

コ
ン
サ
ー
ト
と
オ
ペ
ラ
の
ト
ラ
ウ
ス
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
・
ム
ソ

ル
グ
ス
キ
ー・

チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー・

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
リ
ム

両
血
で
泊
削
す
る
ほ
か
、
ザ

ル
ッ
プ
ル
ク
背
楽
祭
の
常
ス
キ
ー
1
1コ
ル
サ
コ
フ
•
R
・
シ
ュ

述
と
し
て
出
油
、
近
年
は
忙
ト
ラ
ウ
ス
・
ホ
ル
ス
ト
・
ハ
チ
ャ

ト
ゥ
リ
ア
ン

《
協
奏
曲
》
モ
ー
ツ
ア
レ
ト
・
ペ
ー

例
の

ニ
ム
ー
イ
ヤ
ー
・

コ
ン

サ
ー
ト
を
通
し
て

lIt
界
中
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
シ
ュ
ー
マ
ン
・
ブ

の
音
楽
フ
ァ
ン
を
魅
［
し
ラ
ー
ム
ス
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー・

R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

・
コ
ル
ン
ゴ

ル
ト

て
や
ま
な
い
，
そ
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
録
音
し
た
名
油
《
宗
教
曲
》
パ
ッ
ハ

・
ハ
イ
ド
ン
・

の
C
D
と
D

V

D
を
輻
広

t
I
ツ
ァ
ル
ト・

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

る
フ
ァ
ン
待
望
ン
・
ル
ッ
ク
ナ
ー
・ブ
ラ
ー
ム
ス
・

ヴ
ェ
ル
デ
ィ

く
紹
介
す

の
内
。
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品
を
．

rxそ
う
。
「
メ

サ
イ
ア
」
作
曲
の
契
機
と
し
て
さ
ら

に
直
要
な
の
は
｀

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
総
粁
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ

ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ー
＿
か
ら
の
ダ
ソ
リ
ン
招
ー
叩
た
っ
た

総
晋
は
W
，
地
の
慈
袢
演
柊
会
に
ヘ
ン
デ
ル
が

n作
の

オ
ラ
ト
リ
オ
を
演
炎
す
る
よ
う
仏
粕
し
た

ン
デ
ル
は
出
発
に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
新
作

ア
＇
を
急
い
で
作

仙
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

す
ぐ
の

1
7
4
1
年
冬
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
「
ア
チ
ス
と
ガ

ラ
テ
ア
，
「
エ
ス
テ
ル
」
な
ど

111作
た
け
が
卜
油
さ
れ
た
，

ダ
プ
リ
ン
で
の
ヘ
ン
デ
ル
は
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、
そ
の
た

め
翌

1
7
4
2年
ま
で
滞
在
は
延
及
さ
れ
た
，
そ
し
て
満

を
持
し
て

4
月

1
3
H、
ダ
フ
リ
ン
の
ミ
上

ー
ジ
ッ
ク
・
ホ

ー
ル
で
「
メ
サ
イ
ア
」
は
初
演
さ
れ
た
"

inI故
「
メ
サ
イ
ア
」

ー
こ
よ
、

9

,

＇ 

"" 

の
初
油
が
遅
れ
た
の
か
と
い
う
疑

ら
と
答
え
る
の
が
最
も
適
切
だ
ろ
う

や
広
告
で

餅
作
オ
ラ
ト
リ
オ
，

か
い
よ
い
よ
油
奏
さ
れ
る
と
い
う
期
待
を
煽
り
、
|
分
な

準
備
期
間
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
俊
秀
な
歌

f
ゃ
器
梨
な
れ

を
呼
び
寄
せ
、

特別企画〈1〉 ヘンデル 「メサイア」 の魅力と背景を探る

ヘ
ン
デ
ル
が

Ill渡
り

L
fな
麻
必
人
だ
っ
た
か

（市
民
が
伯
ち
eJl'
ん
だ
）

こ
の
機

r
へ

「
メ
サ
イ

到
杵
し
て

wー
時
の
新
聞
"riL
巾

リ
ハ
ー
サ
ル
を
公
開
し
た
う
え
、
油
炎
会

「メサイア」作曲のき
経緯、初演

っかけ、

--24nnりで令パートを内きI:げ完成させた驚異！ ～

保延裕史

4
9年
3JI23Ll)
で
、
こ
の
作
品
は
徐
々
に
人
々
に
品

IAIみ
に
、
こ
の
ー
油
の
叫
に
臨
粘
し
て
い
た

111rジ
7,

ー
ジ

IItltが
第

2
部
般
後
の

「
ハ
レ
ル
ヤ
ー
で
感
動
の
あ

ま
り
し
M
ち
卜
が
っ
た
と
い
う
逸
品
は
、
反
応
の
＂
洲
い
客
席

の

111、
ヘ
ン
デ
ル
の
擁
護

K
だ
っ
た

1
じ
が
せ
め
て
も
の

竹
柑
を
附
っ
た
と
い
う
の
が
本
＞
ー
ら
し
い

そ
の
後
の
限
ら
れ
た
再
油

(
1
7
4
5
年

4
J
I
,
11
、

11
11お
よ
び
初
め
て
，
メ
サ
イ
ア
」
の
名
称
で
，
り
わ
れ
た

視
し
た

オ
」
と
い
う
名
称
で
＇
＞
化
、

1
7
4
3
り
3
l
l
四
II
、
コ

ウ
ェ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン
閑
場
で
初
油
に
泊
さ
つ
け
た
も
の

の
、
J
f
t
衆
の
反
応
は
鈍
く
、
卜
収
祈
間
は
~
J
~ー
油
を
無

を
わ
さ
と
．

II
杜
ら
せ
る
な
ど
周
到
な
壌
を
品
じ
た
の

だ
U

，
ご
婦
人
は
ブ
ー
プ
（
ス
カ
ー
ト
の
北
"W)
を
付
け
ず

に
…
＇
レ
新
皿
（
ダ
フ
リ
ン
・

・ソ

ャ
ー

r
ル
4
月

1
11．仏

布
）
に
相
げ
た
の
も
W
い
広
の
た
め

F
，
そ
の
糾
宋
，
メ
サ

ィ
グ
の
切
油
は
秘
ぼ
＂
油
仕

＾
が
と

い
う
名
11も
あ
）
て
人

成
功

F
っ
た
＂
お
そ
ら
く
ヘ
ン
デ
ル
は
こ
の
名
ぃ
い
が
U

ン

ト
ン
に
川
き
、

内
び
彼
が
か
の
地
ぐ
脚
光
ん
浴
び
る

r
v

ン
ス
が
油
れ
る
の
を
怠
図
し
て
い
た

F
が
、
卜
は
そ
う
竹
く
は
迎
ば
な
か
）
た
e

「
メ
サ
イ

ア
」
は
ダ
フ
リ
ン
や
他
の
都
巾
で
の

t
油
が
小
ね
ら
れ
、

各
地
で
称
竹
さ
れ
た
が
、

U

ン
ト
ン
で
は
以
前
ー
リ
ウ
ル
，

t
油
の
際
に
卯
＂
い
の
物
品
を
削
均

c
t
油

J
る
こ
と
へ

の

K
発
が
あ
り
、
＇
メ
サ
イ
，
ー

I

た
騒
動
し
も
さ
込
み
た
＜

な
か
っ
た
た
め
、

ー
油
の
叫
期
を
柏
巾
に
選
は
な
け
れ
は

な
か
）
た
の
だ
「
メ
り
イ
ア
ー

9
紬
<
,
サ
ム
ソ
ン
し
か

好
許
を
糾
た
設
階
で
よ
う
や
く
、
新
し
い
本
教
ォ
―7
ト
リ

ヘ
ン
デ
ル
は
、
父
糾
に
＂
＂
じ
ら
れ
た

5"染
の
逍
を
，
11ら

nた、
切
り
開
き
、

IS1
年
時
代
ハ
ン
プ
ル
ク
で
オ
ベ
ラ
キ
h
"皿
し

て
成
功
、
以
後
火
ャ
の
名
＇
い
を
ほ
し
い
ま
ま
に

J
l
u
ッ

ハ
中
を
派
り
ル
き
．

H
会
的
紆
済
的
に
作
品
を
流
辿
さ
せ

，川
院
人
」
ナ
）
た
い

こ
の
叫
代
最
初
の

現
代
屈
砂
の
ト11
梵
指
揮

K
N
・
ア
ー
ノ

ン
ク
ー

ル
は

i
¢
I
tり
の
中
で
、
，
彼
（
ヘ
ン
テ
ル
）
か
人
成
功
し
た
人
さ
な

則

111は
、
彼
が
そ
の
叶
々
の
聴
衆
が
坪
解
で
さ
る
・
"11
バ小

11

“
叩
た
川

い
て
It11
い
た

こ
と
…
ヘ
ン
デ

ル
の
1
1
11
皿
は
1
1
仙

れ
と
聴
衆
の
間
の
交
流
ん
映
し
出
し
た
鋭
像
，

f
）
1
と

述
べ
て
い
る

-
1
,
1
1
梨
と
は
何
か
、
よ
り
）
巾
夷
、
イ
ク

リ
ア
で
オ
ベ

1

ー
の
修
棠
た
禎
ん
た
ヘ
ン
．r
ル
が
＂火川

C

府
を
糾
ん

似
初
に
成
功
を
収
め
た
の
は
、

H
ら

11仙
し

だ
ォ
ベ
ラ
の
陳
む
＂
と
ぃ
火

1
貰
欣
か
好
ん

F
祝
典
ぃ
竹
在
、
機

.‘:．
ー
に、
｀
ー
）
．

〈

J
.
＂ー
牙

t

I

ど
ち
ら
も
中
ー
叫
の
ロ
ン
ト
ン
巾
民
や
貰

放
の
哨
好
を
敏
瓜

j

に
察
知
し
た
結
未
だ
っ
た

ヘ
ン

T

ル
の
オ
ヘ
フ
は

1
7
1
1
1
1初
油
の
ー
リ
ナ
ル

ド
L

か
ら
，

r
ィ
ダ
ミ，
ー
I
(
1
7
4
1
l
)
よ
で

30年
に

ゎ
f
:
L
u
ン
ト
ン
巾
民
を
熱
り
さ
せ
た
か
、
ノ
イ
、ハ

ル

の
Ill視
や
経
済
的
破
枕
か
ら
何
皿
も
危
機
に
陥
っ
た
彼

は
ォ
ベ
う
の
↑
を
快
り
続
け
た
も
の
の
、

11収
終
的
し
は
肋

衆
の
雌

k
を

tlt
っ
た
そ
こ
で
彼
が
111
心
い
ヤ
）
た
の
が
、

肋
衆
か
即
解
で
さ
な
い
イ
ク
リ
ア
h
m

に
よ
る

4
べ
．フ
か

ら
、
日
川
拍
で
あ
る
＂
火
品
に
よ
る
オ
ラ
ト
リ
オ
ヘ
の
札

向

だ
っ
た

具
を
使
わ
す

オ
ラ
ト
リ
ォ
は
オ
ペ
ラ
と

M
様
、
独
叫
｀
＾
11
叫
、
協
梨

を
川
い

t
ト
フ
マ

f
が、

Mu材
が
ぃ
小
教
的
て
、
火
装
や
逍

ぶ
府
代
を
伴
わ
な
い

ー
）
が
特
徴
だ

ヘ
ン

ヘンデル「メサイア」公濱日粗
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こ
と
に
な
っ
た
の

f
っ
た

t
A
フ
ト
リ
オ
の
代
名
叫
と
し
て
名
r
い
を
保
ち
紬
け
る

「
メ
サ
イ
ア
ー
は

ff仙
家
ヘ
ン
デ
ル
の
代
よ
作
と
し
て
、
ま

,fr
わ
れ
／
括
（
托
介
院

rLH
咄
で
の
ー
油
の
成
功
が
さ

っ
か
け
と
な
っ
た
，
こ
れ
以
後
、
拾

f
で
箕

ft院
で
の
卜
油

は
ヘ
ン

r
ル
の
死
の

11よ
C
創

1
欠
か
さ
ず
，
fl
わ
れ
、

そ
し
て
、
こ
の
オ
フ
ト
リ
オ
の
も
つ
並
11
遍
性
と
511
梨
の

k

貼
ら
し
さ
か
人
々
~
刑
解
さ
れ
、
ー
wー
な
祁
価
と
絶
竹

を
閲
る
よ
う

rな
っ
た
の
は
、

1
7
5
0
年
5
J
I
l
1
1
に

た
の
た

た デ
ル
は
そ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か
の
オ
ラ
ト
リ
オ
を
作
仙

し
、
ォ
ベ
ラ
の
ポ
人
気
を
オ
ラ
ト
リ
オ
で
挽
皿
し
て
い

彼
は
オ
ヘ
ラ
と
オ
ラ
ト
リ
オ
の
中
間
的
性
格
を
も
つ

，
サ
ウ
ル
，

例
し
、
＇
サ
ム
ソ
ン
ー

(1
7
4
2
)
，
ユ
ダ
ス
・
マ
カ
ベ
ウ

人
，
ー

7
4
7
)
な
と
、

111約
兜
Itり
の
＂
火
雄
た
ち
を
削
的

L
拙
く
オ
ラ
ト
リ
オ
を
数
多
く
作
仙
し
た
そ
の
中
で

1

7
4
ー
1
1
K
I
t
1
1
か
れ
た

「
メ
サ
イ
ア
」
は
、
什
仙
か
ら
初

油
と
内
浙
よ
で
札
料
な
経
過
を

f
ど

っ
た
オ
ラ
ト
リ
オ

た
）
た

ら
さ
れ
な

い
た

(1
7
3
8
)
 

｀
 

メ
サ
イ
ア

，
 

以
後
、

竹
仙
の
契
機
は
、

ス
・
ジ
C

ネ
ン
ス

オ
ラ
ト
リ
オ
作
仙
に
仰

台
本
什
れ

1
ャ
ー
ル

(1
7
0
0
¥
7
3
)
 

ヘ
ン
デ
ル
よ
り

15北
年
卜
で
彼
の
い
が
れ
だ

っ
た
シ
ェ
ネ
ン
ズ
は
既
に
「
サ
ウ
ル
ー

て
お
り
、
彼
の
オ
ラ
ト
リ
オ
の
成
功
へ
の
確
い
を
抱
い
て

シ
ェ
ネ
ン
ズ
／
よ
る

「メ

サ
イ
ア
L

の
台
本
を
＇
渾

ん
た
ヘ
ン
デ
ル
は
、
オ
ベ
ラ
ヘ
の
佑
熱
を
失
っ
て
し
ま
っ

た

1
7

4
1
1
ぃ
）
ば
い
を
休
炸
に
W
ー
て
よ
う
と
し
て

い
た
気
拉
ち
を
翻
し
、
坊
い
を
付
て
急
速
作
仙
に
収
り
掛

か
）
た
特
，
IL
の
人
物
の
物
品
で
な
く
、
卯
It1
の
．
り
低
を

n111
r
扱
)
f
'
9
小
教
的
抽
印
劇
に
心
位
か
れ
た
か
ら
だ

）
ナ
彼
は
辿
ホ
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、

22
11
か
ら

9
J
I
M
I
I
よ
で
の

24
11
間
で
、
令
て
の
ハ
ー
ト

を
，
ル
成
さ

It
た
の
は
照
収
＂
と
．
り
え
る
だ
ろ
う

c

り11
使
が
食

巾
を
拉
参
し
て
も
無
視
し
た
と
か
、
仮

lilに
訳
を
流
し
な

が
ら
ア
リ
ア
を
作
仙
し
た
と
い
う
逸
F
町
が
あ
る
が
、
こ
れ

ほ
ど
熱
滋
を
も
）
て
I
tり
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
す
‘
•
J
の

什
品
の
初
油
は
近
れ
た

「
メ
サ
イ
ア

に
よ
）
て
も
た

で
台
本
を
似
倶
し

そ
れ
で
も

8
J
I

知
容
品
さ
れ
て
い
っ
た

（救
但

t
)I

う
名
を
も
つ
削
場
作
品

へ
の

l
丙
反
応
か
＂
洲
れ
て
い

っ
と
し

68 
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‘ 

て
身
を
起
こ
し
E
v
e
r
y
Valley shall b
e
 e
x
a
l
t
e
d
〉
に
典

型
的
に
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
旧
約
型
Jt11

「
イ
ザ
ヤ

占
」
第
四
|
箪
箱
四
節
の
言
葉
に
対
し
て
、
誰
で
も
11
ず

さ
め
る
ほ
ど
旋
律
的
で
、
表
現
の
起
伏
に
布
ん
だ
旋
律
が

特別企画〈1〉

オベラ
～ 

ヘンデル

．
 

オラ
「メサイア」

「メサイア」

トリオ

の魅力と背景を探る

． カンタータ
は少し特殊なオラトリオ～

「メサイ／」初病員の表紙 澤谷夏樹

ヘ
ン
デ
ル
の
一
メ
サ
イ
ア
〉（

・
ヒ
四

．
1
四
．
）
は
少

し
特
殊
な
オ
ラ
ト
リ
オ
だ
。
こ
の
「
少
し
特
殊
な
」
様

f

を
埋
解
す
る
に
は
、
卜
し
川
紀
か
ら
卜
八

llt紀
前
半
の
：
・

木
）
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
を
踏
ま
え
て
お
か
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。

オ
ペ
ラ
と
は
歌
芝
居
の
こ
と
c

が
11
染
の
バ
ロ
ッ
ク
期
は

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
と
も
に
秘
を
開
け
た
。
オ
ペ
ラ
で
は
歌

F
が
、
9ャ
詞
を
し
つ
つ
台
~
を
す
べ
て
歌
い
卜
げ
る
場

luiの
進
行
に
岱
与
す
る
レ
テ
ィ
ク
テ
ィ
ー
ヴ
ォ

（叙
附
）

と
、
そ
の
追
行
を
断
ち
切
り
、
じ
に
仔
場
人
物
の
心
梢
を

歌
う
ア
リ
ア
と
が
交
代
で
況
れ
る
。
と
き
に
屯
叫
や
＾
11
叫

も
挿
し
人
れ
ら
れ
る
。
劇
的
な
台
本
は
通
常
の
芝
い
と

M

様
、
戯
作
者
が

n山
に
It
り
い
た
も
の
だ

、．

オ
ラ
ト
リ
オ
は
オ
ペ
ラ
か
ら
芝
い
を
取
り
上
っ
た
も

の
。
レ
テ
ィ
ク
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
と
ア
リ
ア
の
交
代
に
、

in附

ゃ
＾
11
叫
が
挿
し
人
れ
ら
れ
る
巡
行
を
、
ォ
ベ
ラ
と
共

11し

て
い
る
。
作
家
が
、
11山
に
R
り
い
た
ム
11
本
は
、
オ
ペ
ラ
と
圃

じ
く
削
的
だ
が
、
内
容
は
{
が
教
的
◆
教
訓
的
な
も
の
が
多

く
な
る
。

5
1
1
榮
而
で
は
合
附
の
役
割
が
附
し
て
い
る
。

カ
ン
ク
ー
タ
は
オ
ペ
ラ
や
オ
ラ
ト
リ
オ
に
比
べ
小
規

校
で
、
9

之
店
は
な
く
、
台
本
も
劇
的
で
な
い
こ
と
が
多
い
。

lIt俗
的
な
恋
愛
淵
か
ら
型
It
りの

．↓11
虻
ま
で
、
内
容
は
多
岐

に
わ
た
る
，
t
11
楽
の
進
行
は
前
．

E
＂
と
共
辿
す
る
と
こ
ろ

が
多
い
が
‘
よ
り
北
軟
竹
が
凶
い
。

こ
う
し
て
み
る
と
オ
ラ
ト
リ
オ
の
特
徴
が
よ
く
わ
か

る
。
オ
ラ
ト
リ
オ
と
は
（

＿）
9

ぷ
教
的
・
近
徳
的
な
内
容

の
劇
的
な
ム
11
本
を
、
（
．

一）

芝
屈
を
つ
け
ず
に
、
(.. 
-
）
レ

テ
ィ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
と
ア
リ
ア
の
交
代
に
、
巾
明
や
合
附

つ
け
ら
れ
る
＂
そ
の
旋
作
は
．

Jj
で、

W
ー
時
の
5
1
1
梨
修
辞

法
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る

U

ー
す
べ
て
の
谷
は
’

の．
Ii11
偲
に
は
つ
ね
に
卜
行
行
形
が

あ
て
ら
れ
、
「
身
を
起
こ
し
L

斤
は
身
を
低
く
せ
よ
a
n
d
every m
o
u
n
t
a
i
n
 a
n
d
 hill 

れ
る
。

の
請
と
呼
応
す
る

c

の
旋
仲
線
は
、

111と
-IL
の
翡
低
を
追
形
し
つ

m
a
d
e
 l
o
w
 ,
 

つ
、
「
l
o
w
’
で
平
地
ま
で
行
が
ド
が
る
。

の
よ
う
な
行
形
と
長
い
吝
符
と
が
対
比
さ
れ
る
，
仙
が
っ

た
逍
は
真
っ
直
ぐ
に
t
h
e
c
r
o
c
k
e
d
 straight」
"
，
流
地
は

平
野
と
な
れ
a
n
d
the roughplaces p
l
a
i
n
」
で
は
、
ジ
グ

ザ
グ
の
跳
趾
進
行
と
長
い
保
絋
8
11
形
と
が
糾
み
＾
11
わ
さ

こ
の
よ
う
に
ヘ
ン
デ
ル
の
」
竹
梨
で
は
、
.
... 11
他
の
韻
律
、

佑
紺
の
起
伏
、
と
11
梨
と
し
て
の
、
11然
さ
、
伝
統
に
削
っ
た

修
辞
法
と
が
溶
け
＾
11

う
。

〈メ
サ
イ
ア
〉

こ
の
溶
け
入
11

い
の
け
回
股
さ
が
、

の
名
内
を
支
え
る
最
人
の
咲
囚
だ
。

ヘ
ン
デ
ル
が
上
油
に
関
わ
っ
た
梨
仙
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
糾
成
は
、
W

ー
時
の
山
録
や
バ
ー
ト
滸
の
保

H
状
況
な
ど

か
ら

14現
で
き
る
o

〈
メ
サ
イ
ア
〉
の
場
＾
11
｀
出
演
者
へ
の

文
払
い
の
帳
簿
が
確
か
な
祉
拠
だ
。
．
し
れ
叫
年
の
孤
児

挫
育
院
で
の
公
演
に
際
し
て
記
帳
さ
れ
た
も
の
に
よ
る

と
、
同
年
の
規
模
は
秤
弦
楽
．
二
|
八
人
、
歌

F
十
八
人
、
少

年
（
ボ
ー
イ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）
四
人
。
そ
れ
ぞ
れ
を
釧
か
く

見
る
と
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

「

lllと

ノ
コ
ギ
リ
の

lti

コ
ン
ト

符
弦
楽
の
内
ボ
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ト
四
（
お
そ
ら
く
第

-
•

第
一
で
半
々
）
、
ヴ
ィ
オ
ラ
六
、
チ
ェ
ロ
ニ
、

＊

《
メ
サ
イ
ア
》
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱

を
挿
し
人
れ
つ
つ
歌
い
進
め
る
、
（
四
）
大
規
校
な
編
成
の

占
楽
ジ
ャ
ン
ル
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
＂

＊
台
本
の
特
殊
性

作
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ェ
ネ
ン
ズ
（
：
じ

0
0
-
七

二）

は
〈
サ
ウ
ル
〉
、
〈
ペ
ル
シ
ャ
ザ
ル
〉
、
〈
メ
サ
イ
ア
〉
と

い
っ
た
ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
に
台
本
を
提
供
し
た
。

作
家
と
い
っ
て
も
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
で
あ
り
、
実
際
は
オ

ッ
ク
ス
プ
ォ
ー
ド
人
学
出
身
の
裕
拙
な
郷
上
。
型
letH
や
古

典
、
文
学
や
災
術
に
精
通
し
て
お
り
、
熱
心
な
音
楽
愛
好

~
永
に
し
て
、
筋
金
人
り
の
ヘ
ン
デ
ル
・
フ
ァ
ン
だ
っ
た

c

〈
メ
サ
イ
ア
〉
が
ぶ
ノ
し
特
殊
だ
＇
と
い
う
の
は
、
こ
の

ジ
ェ
ネ
ン
ズ
の
台
本
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
°
と
い
う

の
も
こ
の
台
本
は
、
オ
ラ
ト
リ
オ
に
も
か
か
わ
ら
ず
劇
的

で
は
な
く
、
い
く
ら
か
閲
え
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
咽

t
1
1

の
．＂
茉
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
収
り
入
れ
て
い
る

。
つ

ま
り
、
オ
ラ
ト
リ
オ
と
い
う
に
は
ド
ラ
マ
性
に
乏
し
く
、

内
容
が
あ
ま
り
に
も
咆
rt1
そ
の
も
の
に
伯
き
過
ぎ
て
い

る
c

＊
音
楽
の
特
徴

起
伏
に
乏
し
く
、
き
わ
め
て

Jfut灯
公
の
強
い
台
本
か
ら

ヘ
ン
デ
ル
は
、
宗
教
的
感
動
に
枯
づ
く
既
か
な
ド
ラ
マ
性

と
、
ォ
ペ
ラ
に
も
つ
な
が
る
5
L
I
灯
ぶ
的
典
術
と
を
引
き
出
し

て
兄
せ
た
。
ム11
本
の
特
殊
性
と
、

そ
れ
を
も
う
一
方
の
極

へ
と
似
れ
さ
せ
る
ヘ
ン
デ
ル
の
作
仙
の
手
腕
に
よ
っ
て
、

〈
メ
サ
イ
ア
〉

ソ
ヽ

ヽル
ン
）

は
ユ
ニ
ー
ク
な
オ
ラ
ト
リ
オ
と
な
っ
た
。

ヘ
ン
デ
ル
の
屯
越
し
た
↑
は
、

る
か
も
し
れ
な
い
。

た
と
え
ば

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
四
、

オ
ル
ガ
ン

一
、

〈
谷
は
す
べ

ト
ラ
ン
ベ

ラ
バ
ス

一
、
オ
ー
ポ
エ
叫
｀

、

テ

ィ

ン

パ

ニ

：

そ

の

他

（

ホ

.

.

 0

ス
コ
ア
に
は
な
い
ホ
ル
ン
が
含
ま
れ
て
い
る

の
が
典
昧
深
い
。
考
え
ら
れ
る

111能
竹
は
ふ
た
っ
゜
ひ
と

つ
は
秘
間
の
協
柊
仙
の
み
出
演
し
た
，
ひ
と
つ
は
演
奏
に

際
し
て
総
点
に
な
い
内
部
補
曲
を
お
こ
な
っ
た
。
た
と
え

ば
大
き
な
＾
11
附
梨
汽
で
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
オ
ク
タ
ー
ヴ

ド
を
巾
ね
て
演
柊
す
る
な
ど
だ
。

歌

f
の
|
八
人
に
は
ソ
リ
ス
ト
も
含
ま
れ
て
い
る
。

W,

時
の
独

lln
の
パ
ー
ト
北
叩
に
は
＾
11
州
の
占
部
も
占
か
れ
て

い
る
の
で
、
ソ
リ
ス
ト
は
独
叫
も
＾
11
叩
も
ど
ち
ら
も
歌
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
合
叫
の
パ
ー
ト
分
け
は
、
少
年

四
と
女
内
ご
と
で
ソ
プ
ラ
ノ
」
ハ
、

男
性
ア
ル
ト
四
、
テ
ナ

ー
四
、
パ
ス
八
。
1^1
叫
に
関
し
て
は
低
内
の
形
み
が
Fl立

J
ぃ楽

沿
が
|
八

llt紀
様
式
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
笠

弦
の
パ
ラ
ン
ス
は
5

げ
梨
器
省
り
、
岱
楽
と
声
楽
と
の
パ
ラ

ン
ス
は
内
梨
祈
り
、
心
翌
11
と
低
音
と
の
パ
ラ
ン
ス
は
低
音

窃
り
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
狩
料
か
ら
パ
ラ

ン
ス
を
割
り
出
し
、
況
代
の
演
奏
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
肋
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
新
し
い
楽
曲

像
が
浮
か
び
L
が
る
可
能
性
も
あ
る

U

そ
れ
は
ピ
リ
オ
ド

梨
器
を
川
い
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
モ
ダ
ン
楽
器
の
管
弦

梨
で
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

〈
メ
サ
イ
ア
〉
は
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
G

第
九
交
懇
曲
〉
と

並
び
、
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
に
と
っ
て
親
し
み
深
い
仙
。

編
成
の

t
犬
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
切
り
間
い
て
く
れ

71 
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一一・ii直三

-― 特別企画〈1〉 ヘンデル 「メサイア」 の魅力と背景を探る

＇ 

ル
に
内
起
を
促
す

〈
メ
サ
イ
ア
〉
の
台
洞
を
提
供
し
た
人

物
で
す
。
ジ
ェ
ネ
ン
ズ
は
当
時
、
友
人
へ
の
手
紙
に
「
ヘ

ン
デ
ル
は
次
の
冬
は
何
も
し
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

ヘンデルの作品における
〈メサイア〉の位置

～ 「メサイア」 で再び栄光を取り戻したヘンデル～

「メリイア 1のIハレルヤ ・コ ラス」の邸 村原京子

＊
宗
教
曲
史
上
の

〈
メ
サ
イ
ア
〉
の
位
囲

ヘ
ン
デ
ル
の
作

lUl人
牛
に
於
い
て
、
オ
ペ
ラ
か
ら
オ
ラ

ト
リ
オ
創
作
へ
の
ク
ー
ニ
ン
グ
ボ
イ
ン
ト
と
な
っ
た

〈
メ

サ
イ
ア
〉
＂
ハ
ン
プ
ル
グ

・
ォ
ペ
ラ
、
そ
し
て
イ
ク
リ
ア
へ

学
ん
だ
叩
り
作
時
代
を
経
て
、

1
7
1
0
年

(25
北
）
か
ら

4
0
年
迄
の

30
年
間
、
イ
ギ
リ
ス

・
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る

ヘ
ン
デ
ル
の
活
動
の
大
平
が
オ
ペ
ラ
創
作
、
オ
ペ
ラ
削
場

の
経
常
で
し
た
。
内
：
．．
 

の
劇
場
経
常
小
振

・
倒
廂
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
イ
タ
リ
ア
・
オ
ベ
ラ

を
不
動
の
も
の
に
し
、

10余
間
の
オ
ペ
ラ
作
品
と
汲
ま
じ

い
ば
か
り
の

K
油
出
録
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
近
は
平

稔
な
も
の
で
は
無
く
、
ラ
イ
バ
ル

・
オ
ベ
ラ
刺
団
と
の
抗

↑
‘
打
能
歌

rの
↑
餅
な
ど
訓
作
以
外
の
収
に
11

古
悩
｀
オ

ペ
ラ
人
は
が
危
う
く
な
る
と
、
オ
ベ
ラ
シ
ー
ズ
ン
の
演
11

に
オ
ラ
ト
リ
オ
を
乗
せ
、
竹
心
場
を
凌
ぐ
巾
も
多
々
あ
り
ま

し
た

c

小
夷

1
7
3
2
年
か
ら

3

8
年
迄
の

6
年
間
に、

少
な
く
と
も
6
血
の
オ
ラ
ト
リ
オ

（〈
エ
ス
テ
ル
〉〈
デ
ボ

ラ
〉
〈
ア
ク
リ
ア
〉
〈
時
と
心
理
の
勝
利
〉
〈
サ
ウ
ル
〉
〈
エ

ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
〉
）
を
削
作
、
削
場
で

t
演
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
等
に
よ
っ
て
人
公
を
収
戻
し
、
創
作
忍
欲
、

劇
場
経
常
再
穂
の
、
力
氣
を
糾
て
は
円
び
オ
ペ
ラ
に
過
迎

し
た
の
で
す
c

彼

n身
は
「
、
11分
へ
の
人
気
が
仄
っ
た
1
.

，

と
又
々
オ
ペ
ラ
創
作

；
じ
油
に
燃
え
る
、
そ
ん
な
紺
り
返

し
で
し
た
c

そ
れ
ら
は
心
小
教
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
よ
さ

に

、削
的
オ
ラ
ト
リ
オ
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
作
品
ぱ
か

り
で
す

3

無
論
コ
ー
ラ
ス
を

t
体
に
数
人
の
ソ
リ
ス
ト
か

ら
成
り
、
油
柊
会
形
式
に
依
っ
て
は
い
よ
す
が
、
舞
台
装

彼
の
た
め
に
ド9
い
た
叩
It11
の
句
に
枯
づ
く
も
う
．

す
が
、

版
さ
れ
た
の
は
、

＊
オ
ペ
ラ
か
ら
オ
ラ
ト
リ
オ
ヘ

つ
(!) 

台
本
に
作
仙
し
、
受
難
週
間
に
彼
川
身
の
救
祈
の
た
め
に

梱
炎
す
る
よ
う
説
糾
す
る
つ
も
り
で
す
＂
彼
が
そ
の
卜
能

と
技
の
令
て
を
汁
ぎ
、
し
竹
染
が
従
来
の
作
品
を
も
越
え
、

索
睛
ら
し
い
も
の
と
な
る
卜
を
確
い
し
て
い
よ
す
、
そ
の

凶
材
は
何
よ
り
も
巾
越
し
た

〈
メ
サ
イ
ア
〉
（救
川

t
)
で

す
」
と
綴
っ
て
い
よ
す＂
ジ
J

ネ
ン
ズ
の
台

~
に
感
勅
し

た
ヘ
ン
デ
ル
は
、

時
に
派
し
な
が
ら
、
食
巾
に
も

rを
付

け
ず
創
作
に
没
叫
、

20
11
ほ
ど
で
It11
き

t
げ
た
と
さ
れ
ま

％
然
そ
こ
に
は
大
切
に
し
て
き
た
日
ら
の
作
品

（叩
11
作
時
代
の
イ
ク
リ
ア
泊
カ
ン
ク
ー
ク
、
或
い
は

H
身

の
数
々
の
悩
梨
仙
か
ら
の

lIf柏
川
紺
）
も
あ
り
ょ
す
り
特

に
〈
メ
サ
イ
ア
〉
の
中
で
も
．
際
魁

h
的
な
シ
チ
リ
ア
ー
ノ

リ
ズ
ム
は
、

イ
タ
リ
ア
時
代
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
か
ら
学
び

高
め
続
け
て
き
た
技
法
の
・

9

栄
瓜
形
と
り
え
ま
し
ょ
う
＂
メ

サ
イ
ア
に
は
ダ
プ
リ
ン
切
派
版、

ロ
ン
ド
ン
初
演
版

・
内

油
版
、

捨

fii脊
院
版
邪
J
々
、
多
く
の
ヴ
ァ

ー
ジ
ー
ン
が

存
在
し
ま
す
が
、
榮
点
が
’
ャ
約
出
版
の
形
で
初
版
印
刷
出

作
仙
者
死
後
1
7
6
7
年
で
し
た
い

グ
レ
ゴ
リ
オ
叩
歌
に
始
ま
り
多
内
化
と
共
に
，
小
教
合

叫

rlhが
栄
え
た
中

llt後
期
＆
ル
ネ
サ
ン
ス
期
、

典
礼
斉
染

と
し
て
ラ
テ
ン
話
に
よ
る
｀
｀
、
サ
、
マ
ニ
フ
ィ
カ
ー
ト
年
ズ
の

カ
ト
リ
ッ
ク
心
ぶ
教
楽
仙
が
全
盛
期
を
飾
り
ま
し
た

"
16
llt

紀
初
頭
ル
ク
ー
の・

9

ぶ
教
改
＂中
の
結
果
、
新
し
い
プ
ロ
テ
ス

ク
ン
ト

・
コ
ラ

ー
ル
が
涎
牛
し
た
ト
も
後
川
に
多
人
な

影
評
を
及
ぱ
し
た
の
で
す
。
バ
ロ
ッ
ク
期
に
人
る
と
、
オ

＂い
、
油
技
を
つ
け
れ
ば
オ
ペ
ラ
？
と
し
て
允
分
通
用
す

る
構
成
、
作
品
な
の
で
す
c

彼
の
オ
ラ
ト
リ
オ
を
オ
ペ
ラ

と
比
較
す
る
時
、
唯
．
最
大
の
相
述
は
歌
洞
が
炎
胡
で
あ

る
と
い
う
ト
、
や
は
り

．．
 

ば
来
の
間
凶
は
大
き
か

っ
た
と
1
.
E

え
ま
す

u

油
削
の
川
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
伝
統
の
国
イ
ギ
リ
ス

に
お
い
て
、
舞
台
芸
術
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
は
、
当
初
か
ら

受
け
人
れ
ら
れ
よ
し
た
。
そ
れ
が
イ
タ
リ
ア
閑
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
て
も
、
舞
台
卜
で
派
じ
ら
れ
る
劇
の
発
展
、
ア

リ
ア
の
災
し
さ
、
歌

F
の
技
故
の
披
泄
に
人
々
は
酢
っ
た

の
で
す
。
し
か
し
、
け

1mlln
で
訳
か
ら
れ
る
時
、

LUIち
英
甜

に
よ
る
オ
ラ
ト
リ
オ
が
叫
り
粋
い
た
時
、
イ
ギ
リ
ス
人
聴

衆
の
反
応
は
オ
ヘ
ラ
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
す

U

多
く
の
聴
衆
は
オ
ラ
ト
リ
オ
に
歓
忍
し
、
オ
ペ

ラ
と
な
る
と
次
筍
に
そ
の
数
は
半
減
、
虚
し
い
拍

F
が

…
、
そ
ん
な
繰
り
返
し
の

6
年
の
木
、
遂
に

1
7
4
0
年
姪

れ
の
シ
ー
ズ
ン
、
オ
ペ
ラ

（デ
イ
ダ
ミ
ア
）（
初
油
翌

1
7

4
1
年
1
J
I)
を
最
後
に
、
彼
は
ロ
ン
ド
ン
・
オ
ペ
ラ
芥

か
ら
引
退
、
既
に
ヘ
ン
デ
ル

56歳
。
身
体
的

（脳
卒
中
）
に

も
、
粕
神
的
に
も
JJ尽
き
て
の
紐
引
き
に
、
阻
間
は

ベ

ン
デ
ル
は
．
．
 

度
と
・
立
ち

K
が
れ
な
い
」
と
感
し
ま
し
た
。

し
か
し
、

114に
沈
ん
だ
太
阻
は
、

lLfび
束
の
布
か
ら

{
メ

サ
イ
ア
〉
を
掲
げ
て
輝
き
昇
っ
た
の
で
す
’

ヘ
ン
デ
ル
の
初
期
ォ
ラ
ト
リ
オ
台
詞
の
大
半

(5
鼎
）

は
、
パ
ン
フ
ィ
ー
リ
枢
機
卿
に
よ
る
も
の
で
し
た
が
、

〈
サ

ウ
ル
〉
(1
7
3
8
)
で
初
め
て
台
閥
作
家
と
し
て
の
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
ジ
ェ
ネ
ン
ズ
の
名
が
へ
u
島
し
ま
す
。
彼
こ
そ
が

1
7
4
1
年
、
梢
沈
し
休
絡
を
決
め
込
ん
で
い
た
ヘ
ン
デ

ラ
ト
リ
ウ
ム

（祈
梼
党
）
を
晶
源
と
す
る
、
〈オ
ラ
ト
リ
オ
〉

が
カ
ヴ
ァ
リ
エ
リ
や
カ
リ
ッ
シ
ミ

rよ
り
涎

4
、
史
に
発

屎
し
た
の
が

11
・
シ
L

ッ
ツ
、

・ヽ

ソ
、
む
r

)

．‘

)
＾
、

0

/

ー

J
.
s
.
 

＂
ッ
ク
・
オ
ラ
ト
リ
オ
、
教
会
カ
ン
ク
ー
タ
で
す
。
こ
れ

ら
は
咽
It11
か
ら
祖
材
を
採
り
｀
テ
ノ
ー
ル
独
明
の
説
明
役

（エ
ヴ

r
ン
げ
リ
ス
ト
）
を

111心
に
火
々
が
役
柄
を
歌
い

よ
す
＂
削
的
浙
出
は
加
え
ら
れ
ず
、
演
炎
会
形
式
で
歌
わ

れ
る
た
め
｀

5
11
染
の
訴
え
は
rllL
桜
的
で
強
烈
な
も
の
と
な

り
、
オ
ラ
ト
リ
オ
の
伝
統
・
油
佼
形
態
が
確
し
＞
し
た
の
で

J
 

た
が
、
彼
の
中
に
あ
●
た
オ
ベ
フ
魂
が
先
人
追
の
そ
れ
と

ヘ
ン
デ
ル
は
こ
の

f
法
に
多
大
な
彩
評
を
受
け
ま
し

は
礼
な
る
Ji向
を
小
ん
だ
廿
は
．令
め
ま
せ
ん
，

と
は
：•

9
え
、

メ
サ
イ
ア
〉
が
次
代
の
J

・
ハ
イ
ド
ン
や

w
.
A
．
壬
ー
ツ
ーI

ル
ト
に
刺
激
と
彩
評
を
及
ぼ
し
た

巾
も
明
ら
か
で
す
"
60
歳
前
後
に
2
段
イ
ギ
リ
ス
を
油
問

．
し
た
ハ
イ
ト
ン
は
、
ヘ
ン
デ
ル
の
死
後
そ
の
地
で
盛
ん
に

油
ん
人
さ
れ
て
い
た

〈
メ
サ
イ
ア
〉
に
感
動
、
本
米
ヘ
ン
デ

ル
の
た
め
に
It
りか
れ
に
と
さ
れ
る

〈
K
地
創
辺
〉
の
英
訳
叩

の
台
訓
を
代
い
受
け
ウ
ィ
ー

ン
に
持
ち
帰
り
、
ス
ヴ
ィ
—

ーァ
ン
男
爵
に
ト
イ
ツ
“咀
か
を
仏
粕
し
た
の
で
す
c

ハ
イ
ド

ン

ヘ火
地
剖
泊
〉
の
忍
化
で
し
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
ド

ィ
ッ
mm版
ヘ
ン
デ
ル

（
メ
サ
イ
ア
〉
を
糾
仙
さ
せ
た
の
も

ス
ヴ
ィ
ー
ナ
ン
男
爵
で
す
°

ン
で
ヘ
ン
デ
ル
死
後
の

ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
は
、

ト
リ
オ
の
上
演
に

h
を
沈
い

f
人
物
・し
ー
／

ロ
ン
ド

〈
メ
サ
イ
ア
〉
人
気
が
沸
騰
し
て

い
た
煩

(1
7
6
9
年
頃
）
外
交

U
と
し
て
冴
地
に
滞
在
、

〈
メ
サ
イ
ア
〉
に
魅
せ
ら
れ
、
初
版
出
版
染
点
を
人

f
、
帰

1
と
共
に
ウ
ィ
ー
ン
で
ド
イ
ツ
出
版
パ
＂
ー
ク

・
4
ー

73 72 



特別企画 〈1〉 ヘンデル 「メサイア」
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na-
~ ヘンテル「メサイア」の

CD&DVD 
～往年の名演・ 名盤から

オーセンティックなピリオド奏法録音まで～
トマス・ピーrャム

ホグウッド

o
c
h
/
E
u
r
o
p
a
)
 

近
代
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
肥
大
化
す
る
に
つ
れ
、
そ
の
反

省
に
立
っ
て
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ス
タ
イ
ル
の
油
奏

が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
メ
サ
イ
ア
」
も
そ
の
例
外

で
は
な
く
、
パ
ロ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
油
奏
が

台
頭
す
る
。
こ
れ
は
ま
だ
ピ
リ
オ
ド
奏
法
に
よ
る
涸
柊
で

は
な
く
、
バ
ロ
ッ
ク
と
モ
ダ
ン
両
ス
タ
イ
ル
の
折
衷
的
な

演
奏
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
小
編
成
才

ー
ケ
ス
ト
ラ
が
起
川
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
透
唄
な
秤
き

が
好
ま
し
い
。

＊
ホ
グ
ウ
ッ
ド
／
エ
ン
シ
ェ
ン
ト
室
内
管
、

ウ
ェ
ス
ト
ミ

ン
ス
タ
ー
寺
院
聖
歌
隊
、
ネ
ル
ソ
ン

(s
_）
、
カ
ー
ク
ビ

ー

(S
I
I
)、
ワ
ト
キ
ン
ソ
ン

(A
)、
エ
リ
オ
ッ
ト

(T
)、

ト
ー
マ
ス

(B
)
(
W
)
D
V
D

こ
の

D
V
D
は
一
九
八
．
一
年
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
ク
ー

寺
院
で
の
収
録
で
あ
る
c

同
じ
メ
ン
パ
ー
に
よ
る
七
九
年

録
音
の

C
D
(
D
)
に
は
一
七
荘
四
年
の
捨
十
贅
育
院
版

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

D
V
D
に
は
記
載
は
な
い
が
そ

れ
に
準
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
無
人
の
大
咽
堂
に
紐
u

き
は
壮

麗
で
、
い
か
に
も
ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
ら
し
い
。
ナ

チ
ュ
ラ
ル

・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
占
楽
器
の
演
奏
を
目

野崎正俊

マ
テ
ィ
ス

＊
ビ
ー
チ
ャ
ム
／
ロ
イ
ヤ
ル
・
フ
ィ
ル
＆
同
唱
、
ヴ
ィ
ヴ

ィ
ア
ン

(
S
)
、
シ
ン
ク
レ
ア

(MS)
、
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ

(
T
)
、

ト
ッ
ツ
ィ

(B
)
（
R
)

こ
れ
は
名
指
揮
者
ユ
ー
ジ
ン
・
グ
ー
セ
ン
ス
が
現
代

の
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
川
に
紺
血
し
た
版
に
よ
る
演
奏
と

し
て
以
前
か
ら
名
閥
い

C
D
で
あ
る
。
そ
こ
に

「
メ
サ
イ

ア
」
が
教
会
で
は
な
く
て
、
劇
場
な
い
し
は
演
奏
会
島
で

t
浙
さ
れ
る
こ
と
を

H
指
し
た
ヘ
ン
デ
ル
の
忍
図
を
惇

弔
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
演
奏
は
ひ
と

き
わ
帷
閥
か
つ
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
。
今

11
の
JJ
準
に
開

ら
す
と
若

r締
ま
り
を
欠
い
て
い
る
と
は
い
え
、
ピ
ー
チ

ャ
ム
の
指
押
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
な
り
の
品
格
が
滲
み

出
て
い
る
。

＊
リ
ヒ
タ
ー
／
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

・
パ
ッ
ハ
管
・
同
唱
、
ヤ
ノ

ヴ
ィ
ッ
ツ

(
S
)
、
ヘ
フ
ゲ
ン

(A
)、
ヘ
フ
リ
ガ
ー

(
T
)
、

ク
ラ
ス

(
B
)
(
D
G
)

こ
れ
も
異
色
の
ス
ク
イ
ル
を
持
つ
演
炎
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
歌
詞
が
ド
イ
ツ
語
訳
に
よ
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で

は
こ
の
曲
を
ド
イ
ツ
訳
m
で
歌
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
よ

う
で
、
他
に
も
ド
イ
ツ
甜
訳
盤
の
録
立
11
が
什
在
す
る
。
リ

ヒ
タ
ー
が
バ
ッ
ハ
解
釈
行
と
し
て
令
盛
期
に
あ
っ
た
叶

代
に
あ
た
り
、
こ
の
演
柊
も
ヘ
ン
デ
ル
と
い
う
よ
り
は
彼

の
峻
厳
な
パ
ッ
ハ
観
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ヘ
ン
デ

ル
が
元
来
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
こ
と
を
111
心
い
出
さ
せ
る
こ

と
で
も
貫
直
で
あ
る
。
ソ
リ
ス
ト
も
人
が
父
す
ぐ
れ
て
い

る
。
な
お
リ
ヒ
タ
ー
は
八
年
後
に
ロ
ン
ド
ン

・
フ
ィ
ル
を

指
揮
し
て
改
め
て
英
晶
版
を
録
5II
し
て
い
る

(D
G
)n

＊

マ
ッ
ケ
ラ
ス
／
ウ
ィ
ー
ン
放
送
響
・
唱
、

で
確
か
め
ら
れ
る
の
も
貨
市
で
あ
る

U

コ
ー
ラ
ス
の
女
戸

パ
ー
ト
は
少
年
合
州
で
担
わ
れ
て
い
る
。
川
番
は
す
く
な

い
も
の
の
、
カ
ー
ク
ビ
ー
の
ソ
ロ
が
泊
楚
き
わ
ま
り
な

‘
。
し＊

ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
／
ウ
ィ

ー
ン
・
コ
ン
ツ
ェ
ン
ト
ゥ

ス

・
ム
ジ
ク
ス
、

A
・
シ
ェ

ー
ン
ペ
ル
ク
唱
、
シ
ェ
ー
フ

ァ
ー

(S
)、
ラ
ー
ソ
ン

(A
)、
シ
ャ
ー
デ

(
T
)
、
フ
ィ

ン
レ
イ

(B
)
（
H
M
D
)

ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
に
と
っ
て
の
．． 

虹

11の
録
5
1
1
で
あ

る
が
、
大
胆
な
枠
組
み
の
中
に
も
緻
密
な
滸
虚
み
が
隅
々

ま
で
行
き
訓
い
て
い
て
、
そ
れ
が
怖
い
説
糾
力
を
生
ん
で

い
る
。
彼
に
は
や
は
り
ト
11
楽
岱
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

Jiが
ふ

さ
わ
し
い
が
、
そ
れ
が
手
兵
を
率
い
て
い
る
だ
け
に
い

っ

そ
う
の
個
性
が
発
押
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
シ

ェ
ー

フ
ァ
ー
以

F
の
歌
手
も
い
た
ず
ら
に
峠
必
に
走
ら
ず
に

心
の
こ
も
っ
た
歌
叩
を
聴
か
せ
て
い
る
内

＊
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
／
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
・

ル
ー
ブ

ル
宮
音

楽
隊
・

唱
、
ド
ー
ソ
ン
（
S
）、

コ
ジ
ェ
ナ
ー

(MS)
、
ヘ

リ
カ
ン
ト

(A
)、
ア
サ
ワ

(
C
T
)
、
エ
イ
ン
ズ
リ
ー

(T
)、

ス
ミ
ス

(Br)
、
パ
ナ
タ
イ
ン
11
ス
コ
ッ
ト

(B
)
（A
r)

ヘ
ン
デ
ル
の
音
楽
ら
し
い
快
活
さ
と
バ
ロ
ッ
ク
音
染

特
打
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ス
タ
イ
ル
が
合
致
し
て
活
氣

に
あ
ふ
れ
た
演
奏
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ピ
リ
オ
ド
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
奏
法
に
も
す
ぐ
れ
て
い
る
の
で
音
楽
の

流
れ
が
実
に
ス
ム
ー
ズ
な
の
は
当
然
と
し
て
も
、
そ
こ
に

ミ
ン
コ
フ
ス
キ
の
オ
気
も
感
じ
ら
れ
る
。
ソ
リ
ス
ト
も
こ

の
曲
に
ふ
さ
わ
し
い
歌

F
が
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
お

り
、
中
で
も
ド
ー
ソ
ン
の
ト
リ
ル
唱
法
は
見
事
で
あ
る
。
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(
S
)
、

ダ
ム

フ
ィ
ン
ニ
レ

(A
)、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー

(T
)
、
ァ

(
B
)

（

A
r
)
 

こ
の

C

D
の
油
柊
に
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
版
が
用
い
ら

れ
て
い
る

c

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
当
時
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
標

準
で
あ
る
一
邪
＂
糾
成
に
よ
っ
て
い
て
、
似
曲
に
は
な
い
多

く
の
研
W
柴
器
が
川
い
ら
れ
て
い
て
、
彩
り
を
豊
か
に
し
て

い
る
。
そ
れ
で
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ヘ
ン
デ
ル
に
対
す
る

炭
敬
の
念
も
卜
分
に
払
わ
れ
て
い
て
原
曲
の
粘
神
は
損

な
わ
れ
て
い
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、
ヘ
ン
デ
ル
と
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
合
作
と
い
う
趣
が
強
い
。
こ
の
紺
仙
作
品
は

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

K
5
7
2
の
作
品
番
り
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
演
奏
は
奇
を
術
っ
た
と
こ
ろ
の
な
い
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
安
心
感
が
あ
る
。

＊
シ
ェ
ル
ヘ
ン
／
ウ
ィ

ー
ン
国
立
歌
劇
場
管
、
ウ
ィ
ー

ン

・
ア
カ
デ
ミ
ー
唱
、
ア
ラ
リ
ー
（
S
）
、
メ
リ
マ
ン

(A
)、

シ
モ
ノ
ー

(
T
)
、
ス
タ
ン
デ
ン

(
B
)

（W
e
s
t
)

こ
の
仙
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
他
に
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
や
プ
ラ
ン
ツ
な
ど
の
紺
仙
版
が
什
在
す
る
＂．

般
に
は

ク
リ
ュ
ザ
ン
ダ
ー
校
一
川
の
オ
イ
レ

ン
プ
ル
ク
版
を
枯
に

し
た
ヘ
ン
デ
ル
令
比
版
で
油
柊
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
だ
が
、
ヘ
ン
デ
ル
日
身
時
に
応
じ
て
梨
器
編
成
を
R
H
き

虹
し
て
い
る
の
で
最
終
稿
と
い
う
の
は
な
い
。
こ
の
録
尚

は
，
じ
皿
．． 

年
の
ダ
プ
リ
ン
初
油
版
と
記
さ
れ
て
い
る
。

演
奏
は
学
究
派
シ
ェ
ル
ヘ
ン
ら
し
い
厳
格
さ
と
あ
く
の

強
い
個
性
的
な
解
釈
と
が
伺
屈
し
た
面
'11さ
が
あ
る
。

＊
シ
モ
ー
ネ
／
イ
・
ソ
リ
ス
テ
ィ

・
ペ
ネ
ト
、
ア
ン
ブ
ロ

ジ
ア
ン
唱
、
シ
ュ
ー
マ
ン

(S)
、
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー
ニ
11

テ
ラ
ー
ニ

(A
)
、
フ
ォ
ー
ド

(T
)、
ハ
ウ
エ
ル

(B
)
（K
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